
                                   

平
成
19
年
度
第
２
回
那
珂
市
議
会
定
例
会
が
６

月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
日
本
共
産
党
の
木
村
静
枝
議
員
は
「国
民
健
康
保

険
税
条
例
改
正
」
に
た
だ
一
人
反
対
し
、
次
の
よ
う

に
討
論
を
し
ま
し
た
。 

一
般
質
問
は
13
名
が
行
い
、
初
日
に
は
北
茨
城

市
の
市
議
会
が
傍
聴
し
ま
し
た
。 

  

今
回
の
国
民
健
康
保
険
の
改
正
は
、
賦
課
限
度
額
の

引
き
上
げ
で
、
今
ま
で
53
万
円
だ
っ
た
も
の
が
56
万
円

に
な
り
ま
す
。
那
珂
市
の
現
在
の
国
保
世
帯
は
１
万
１

６
４
５
世
帯
で
、
そ
の
中
の
３
８
１
世
帯
が
該
当
し
、

う
ち
８
世
帯
が
滞
納
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
上

が
上
が
れ
ば
、
次
は
下
が
上
が
る
と
い
う
の
が
今
ま
で

の
例
で
す
。 

 

高
す
ぎ
る
保
険
税
、
非
情
な
保
険
証
取
り
上
げ
、
増

大
す
る
無
保
険
者
、
全
国
で
４
７
０
０
万
人
の
国
民
が

加
入
す
る
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
は
、
今
、
土
台
を

掘
り
崩
す
よ
う
な
危
機
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
年
収
２
０

０
万
円
で
30
万
円
、40
万
円
の
負
担
を
し
い
ら
れ
る
な

ど
、
多
く
の
自
治
体
の
国
民
健
康
保
険
税
は
す
で
に
住

民
の
負
担
能
力
を
は
る
か
に
超
え
る
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
那
珂
市
の
国
保
税
の
収
納
率
は
平
成
17
年
度
で

89
・
62
％
、
滞
納
世
帯
は
２
０
０
６
世
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

加
入
者
の
過
半
数
が
年
金
生
活
者
な
ど
の
無
職
者
で
、

加
入
世
帯
の
平
均
所
得
が
１
６
５
万
円
に
過
ぎ
な
い
国

保
は
、
国
の
手
厚
い
援
助
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立

つ
医
療
保
険
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
は
１
９
８
４
年

の
法
改
正
を
皮
切
り
に
、
国
庫
負
担
率
を
49
・
８
％
か

ら
34
・
５
％
ま
で
減
ら
し
続
け
、
国
の
責
任
を
次
々
と

後
退
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
公
的
年
金
等
控
除

の
縮
小
な
ど
の
税
制
改
正
に
連
動
し
た
国
保
税
の
大
幅

値
上
げ
が
高
齢
者
に
襲
い
か
か
っ
て
い
ま
す
。 
 

国
の
負
担
を
後
退
さ
せ
、
そ
の
ツ
ケ
を
保
険
税
値
上

げ
や
徴
収
強
化
で
加
入
者
に
押
し
付
け
る
路
線
で
は
、

財
政
悪
化
、
保
険
税
高
騰
、

滞
納
者
増
の
悪
循
環
が
拡

大
す
る
ば
か
り
で
す
。 

 

国
保
税
を
引
き
下
げ
、

国
保
財
政
を
再
建
す
る
た

め
、
国
庫
負
担
を
１
９
８

４
年
当
時
の
水
準
に
計
画

的
に
戻
す
べ
き
で
す
。 

  
▲
路
線
バ
ス
回
数
が
大
幅
減 

<

平
日> 

上
り
「
増
井
車
庫
～
上
菅
谷
駅
口
」
12
本
↓
４
本 

上
り
「
上
菅
谷
駅
口
～
南
町
角
」 

12
本
↓
８
本 

下
り
「
浜
田
営
業
所
～
上
菅
谷
駅
」
12
本
↓
８
本 

下
り
「
上
菅
谷
駅
口
～
増
井
車
庫
」
12
本
↓
４
本 

 

茨
城
県
バ
ス
対
策
地
域
協
議
会
分
科
会（
会
長 

県
企

画
部
長
）
は
、
茨
城
交
通
㈱
か
ら
の
路
線
バ
ス
に
関
す

る
申
し
出
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
３
月

18
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
が
あ
り
、
回
数
が
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
抗
議
を
し
ま
し
た
が
、
「
自
治
体
側
が
年
間
２
０
０

万
円
補
助
す
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
継
続
協
議
中
」
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
平
成
12
年
、
道
路
運
送
法
が
改
正
さ
れ
許
可
制

．
．
．
か

ら
届
出
制

．
．
．
に
な
り
、
協
議
会
が
申
し
入
れ
て
も
決
定
は
会
社

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
回

の
乗
客
は
平
均
５
人
前
後
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
大
切
な
市
民

の
足
で
あ
り
、
な
ん
と
か
残
せ
な

い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。 

    

◎
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
１
％
以
上
の
基
準
が

0.1
％
以
上
に
変
更
。
新
た
に
13
施
設
が
対
象
に 

平
成
18
年
９
月
１
日
に
石
綿
障
害
予
防
規
則
及
び
労
働

安
全
衛
生
法
施
行
令
が
改
正
と
な
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
0.1
％

を
超
え
て
含
有
す
る
も
の
が
規
制
対
象
と
な
り
、
分
析
の
結

果
、
基
準
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
速
や
か
に
除
去
等
措
置

を
す
る
。
分
析
箇
所
は
四
中
、
菅
谷
小
、
菅
谷
西
小
、
木
崎

小
、
菅
谷
西
幼
稚
園
、
額
田
幼
稚
園
、
芳
野
小
、
中
央
公
民

館
、
瓜
連
支
所
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
本
庁
舎
、
木

崎
浄
水
場
、
門
部
取
水
場
で
す
。 
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日
本
共
産
党
「
な
ん
で
も
電
話
相
談
」（
無
料
）

市
政
へ
の
注
文
、
な
ん
で
も
生
活
相
談
、
医
療
、
子
育

て
、
そ
の
他
で
お
悩
み
の
方
、
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

電
話

０
２
９-

２
９
８-

２
０
６
４



       

茨
野
住
宅
の
建
て
替
え
が
凍
結
さ
れ
て

い
る
が
、
市
営
住
宅
の
建
設
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か 

―
廃
止
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る 

 

那
珂
市
は
合
併
前
、
旧
両
町
と
も
「
公
共
賃
貸
住
宅
再
生

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
き
ち
ん
と
立
て
ら
れ
て
い
て
、
古
い

住
宅
か
ら
順
次
建
て
替
え
る
予
定
で
し
た
。 

 

茨
野
住
宅
も
平
成
16
年
度
に
予
算
が
つ
き
、
用
地
の
測
量

や
基
本
設
計
が
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
17
年
度
か
ら

予
算
が
つ
き
ま
せ
ん
。
公
営
住
宅
に
対
す
る
国
の
補
助
金
が

廃
止
さ
れ
、
財
政
が
厳
し
く
な
り
、
凍
結
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。 

 

今
、
青
年
の
貧
困
が
予
想
以
上
に
増
え
、
派
遣
労
働
や
ア

ル
バ
イ
ト
、
日
雇
い
労
働
な
ど
、
働
い
て
も
働
い
て
も
ア
パ

ー
ト
を
借
り
る
お
金
さ
え
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

や
マ
ン
ガ
喫
茶
に
宿
泊
す
る
青
年
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
高
齢
者
も
国
保
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
負
担
は
重

く
な
る
ば
か
り
で
、
生
活
す
る
だ
け
で
も
大
変
で
す
。 

 

茨
野
住
宅
に
住
む
人
た
ち
も
高
齢
化
が
進
み
、
移
転
先
も

な
く
「
市
が
な
ん
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
市
を
頼
り

に
し
て
い
ま
す
。
木
村
議
員
は
「
茨
野
住
宅
の
建
て
替
え
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
今
、
茨
野
住
宅
に
住
ん
で
い
る
19

世
帯
の
人
た
ち
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
」

と
質
し
ま
し
た
。 

 

建
設
部
長
は
「
人
口
や
世
帯
が
減
少
し
て
お
り
、
民
間
の

空
き
地
や
住
宅
が
増
え
て
い
る
。
国
の
補
助
制
度
の
見
直
し

で
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
今
、
検
討
中
で
あ
る
が
、

今
後
は
用
途
廃
止
の
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。
今
住
ん

で
い
る
人
た
ち
に
は
他
の
住
宅
に
移
っ
て
も
ら
う
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
他
の
住
宅
は
ど
こ
も
１
０
０
％

の
入
居
率
で
全
世
帯
が
移
転
で
き
る
ま
で
に
は
何
年
か
か

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
低
所
得
者
の
低
廉
な
家
賃
の
保
障

が
公
営
住
宅
法
の
目
的
で
す
。
国
や
自
治
体
は
そ
れ
を
保

障
す
る
の
が
責
務
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
市
長
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
質
し
ま
し
た
。
市
長
は
「
財
政
効
率
の

よ
い
活
用
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
現
在
茨
野
住
宅
に
入

っ
て
い
る
方
は
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、

移
転
が
終
わ
っ
た
ら
用
途
廃
止
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
最
後
の
一
人
ま
で
移
転
が

済
む
ま
で
待
つ
と
い
う
態
度
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
「
住

宅
の
傷
ん
だ
と
こ
ろ
の
修
理
は
市
が
や
る
べ
き
だ
」
の
要

求
に
「
当
然
、
市
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

木
村
静
枝
の 

一
般
質
問 

陽
子 

都
会
の
中
で
暮
ら
す
高
齢
者

の
孤
立
と
貧
困
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
わ
。 

晴
男 

日
本
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

（
安
全
網
）
の
粗
さ
、
崩
れ
を
示
す
も

の
だ
。 

陽
子 

働
き
づ
め
に
働
い
て
、
高
齢
に

な
っ
て
も
苦
し
め
ら
れ
る
。
な
ん
と
も

言
え
な
い
気
持
ち
に
な
る
わ
。 

悪
条
件
に
高
家
賃 

晴
男 

東
京
都
港
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
、
明
治
学
院
大
学
地
域
福
祉
研
究

室
の
共
同
調
査
だ
と
住
宅
の
こ
ま
り

ご
と
が
「
あ
る
」
と
答
え
た
の
は
37
・

７
％
。
衣
食
住
の
う
ち
住
ま
い
は
生
活

す
る
土
台
だ
か
ら
、
こ
れ
は
大
変
な
こ

と
だ
。 

陽
子 

「
家
が
老
朽
化
」
「
階
段
の
上

り
下
り
が
大
変
」
と
答
え
て
い
る
し

「
家
賃
が
高
い
」
は
二
割
近
い
。
民
間

賃
貸
ア
パ
ー
ト
に
住
む
人
の
約
三
割
、

公
団
・
公
社
賃
貸
住
宅
で
二
割
、
都
営

住
宅
で
も
15
・
７
％
が
「
お
風
呂
が

な
い
」
と
は
、
び
っ
く
り
だ
わ
。 

晴
男 

居
住
条
件
が
ひ
ど
い
上
に
高

家
賃
が
生
活
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
。 

陽
子 

革
新
都
政
の
時
代
に
た
く
さ

ん
建
設
さ
れ
た
都
営
住
宅
に
は
低
所

得
の
非
課
税
世
帯
に
家
賃
減
免
制
度

が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
石
原
知
事
が
廃
止

し
て
し
ま
っ
た
。 
晴
男 
憲
法
二
五
条
が
保
障
す
る
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
の
生
活
が
で 

ニュース問答  高齢者が住みやすい住宅を供給すべきよ！

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
低
廉
な
公

共
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
国
と

自
治
体
の
責
任
な
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、

昨
年
、
自
民
、
公
明
、
民
主
党
は
住

宅
政
策
を
市
場
ま
か
せ
に
す
る
住
生

活
基
本
法
を
通
し
て
し
ま
っ
た
。 

「
住
ま
い
は
人
権
」 

陽
子 

日
本
共
産
党
は
反
対
し
た
の

よ
ね
。「
住
ま
い
は
人
権
」
と
す
る
本

来
の
「
住
宅
基
本
法
」
の
在
り
方
と

は
相
い
れ
な
い
も
の
ね
。 

晴
男 

公
営
住
宅
を
希
望
し
て
も
応

募
率
が
数
十
倍
に
も
な
り
入
居
で
き

ず
困
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
。
安
価
で
住
み
良
い
公
共
住
宅
は

も
っ
と
必
要
だ
よ
。 

陽
子 

高
齢
者
に
と
っ
て
住
宅
は
人

生
、
生
活
、
文
化
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
（
生
き
て
き
た
あ
か
し
）
で

し
ょ
う
。
安
心
し
て
日
常
生
活
が
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
地
域
社
会
）

を
つ
く
る
う
え
で
も
国
、
自
治
体
は

高
齢
者
、
低
所
得
者
が
住
み
や
す
い

住
宅
を
供
給
す
べ
き
よ
。 

晴
男 

「
民
間
任
せ
」「
自
己
責
任
」

を
基
調
と
す
る
住
宅
政
策
で
は
、
国

民
が
求
め
る
住
宅
は
で
き
な
い
。 

陽
子 

安
く
て
良
質
な
公
共
住
宅
の

建
設
と
改
善
、
耐
震
化
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
持
ち
家
の
公
的
支
援
、

民
間
賃
貸
住
宅
の
改
善
支
援
な
ど
が

必
要
な
の
ね
。 

２
０
０
７
年
４
月
９
日 

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
よ
り

 

那珂市営住宅の現状 
住宅名 地区 管理戸数 入居率 入居者数 

額田第２ 額田 １０戸 １００％ ３０人

鷺  内 ７７戸 １００％ ２４３人

上 宿 西 ３９戸 １００％ ６６人

中  宿 ８戸 １００％ １８人

かしま台 

菅谷 

２５戸 １００％ ３６人

茨  野 五台 ３５戸 ５４％ ３９人

鴻  巣 芳野 ５１戸 １００％ １５０人

中  里 １２戸 ７５％ １８人

静 駅 前 
瓜連 

７０戸 １００％ ２０９人

全 体 ３２７戸 ９８％ ８０９人

※中里市営住宅は１９年度までで廃止。他の市営住宅へ全員移転する。 

「那珂タイムリー」のバックナンバーは日本共産党茨城北部地区委員会のホームページでお読みいただけます。URL：http://jcp-net.jp/ibahoku/naka/


